







シリーズ 国立国語研究所共同研究報告 ; 12-02
URL http://doi.org/10.15084/00002464
消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古島方言調査報告書 












(1) a. [avva]（油）【伊良部・久貝】，[mizza]（韮）【久貝】 
 b. [ffa]（子供）【久貝】，[ssï]（巣）【久貝】 
 c. [sta]（舌）【伊良部】，[mta]（土）【伊良部・久貝】 
 
ペラール(2007)や Shimoji (2008)では，(1b)のような重子音について，宮古方言が持つ 2 モーラ





 a. [f.fa]，[s.sï] 








よそ 1:2～3 程度だと報告されている（Han 1962 など）ことから，系統的に近い関係を持つ宮
古方言でも同様であることは想像に難くない1。だが，たとえそうだとしても，確認することに
意義はあるだろう。 
































 a. 伊良部方言：1924 年生，男性 
 b. 久貝方言：1926 年生，男性 
 
 子音の持続時間を計測するとき，特に重子音と単子音の比較を行うならば，後続母音の持続
                                                        
2 日本語の方言まで広げると，八丈方言（馬瀬 1961），安島方言（新田 2011）や，九州地方の広い範










































1 で<cl>としている部分）の持続時間は，[t]が 50 ミリ秒，[tt]が 143 ミリ秒（比率 1:2.86）だっ
















































































部分のみに見られることが多い（Kawahara 2006 など）。図 4 右においても，閉鎖部分でのボ
                                                        
4 この記述は厳密には正しいとは言えないが，分かりやすさを優先してこのように記した。日本語の有

























る。持続時間を計測したところ，[z]は 74 ミリ秒だったのに対し，[zz]は 173 ミリ秒（SD=29，












































































































（左：1 回目，中：2 回目，右：3 回目） 
 
まず摩擦の雑音成分について観察すると，どの発話でも摩擦はかなり弱く出ている。次にボイ
スバーについて観察すると，1 回目では子音部分全体に見られるが，2 回目，3 回目では後半部
分がなくなっている。聴覚印象でも 2 回目は[vf]のように聞こえる。持続時間を見ると，1 回目





(5) a. どの方言でも摩擦は持続しており，破擦音や破裂音には変化しない。 
 b. 伊良部，久貝，池間方言では全体にわたって声帯振動がある。 































[nn]が 110 ミリ秒（比率 1:2.24）だった。 
 
２.３.２ [f]と[ff] 
















この図からも明らかなとおり， [ff]の方が[f]より長く実現している。持続時間は，[f]が 92 ミ

















































（SD=0.00，n=2）だったのに対し，[vv]は 143 ミリ秒（比率 1:1.70）であった。 
 以上の結果を見ると，いずれにおいても重子音は単子音より長い持続時間でもって実現して















 a. 無声阻害音が後続する語5 
  mkiiN，mta，msu 
 b. [n]が後続する語 





 伊良部方言における [maʋkjaː]（正面）と[mta]（土）の音声波形とスペクトログラムを図 15
に示す。 
 

























 a. 子音連続：[msu]，[mta]，[mkiiN] 
 b. 音節初頭：[amambuni]，[maxaï]，[umatsï]，[nnami]，[nufumunu]，[ɕɕanamunu]，[mizza]，
[midzï]，[maʋkjaː] 





位置 平均（SD） 最大値 最小値 サンプル数 
子音連続 77.8（4.3） 100.3 73.5 3 
音節初頭 51.4（15.9） 81.6 28.2 12 
音節末尾 86.7（18.7） 114.4 57.7 6 
 
この表から持続時間は音節初頭＜子音連続＜音節末尾の順で長くなっている。差を比べると，
子音連続と音節末尾は 8.9 ミリ秒，子音連続と音節初頭は 26.4 ミリ秒と音節末尾の方が小さく
出ている。サンプルも少なく，標準偏差も大きいため，決定的なことは言えないが，この結果
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